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キ
、

り
　
と
　
　
り
　
線

…
表
…
程舶…湖一●…録…登㎜の…犬ゆ

ず
響
泰
離
　
　
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

　
　
森
奪
臓
囎
繋
蟹
懸
の
受
懸
脅

　
　
　
　
、
黛
欝
　
　
　
霧
馨
簿
霧
璽
欝
饗
霧
餐
）

月　日 地　　区 時　　　間 場　　　所

4月4日
（火）

十目町・川治
9二〇〇～11：30

保　健　所
13：10～15二〇〇

中　　　条
9：00～10：30 中条公民館
10二50～11：20 克雪センタ…

下　　　条
13：30～14：40 ド条公民館

15：00～15：30 東下組小学佼

4月5目
（水）

十目町・川治

新座・大井田

9二〇〇～11二30

市民体育館
13二20～15二〇〇

水　　　沢

9二〇〇～9二40 馬場飼育所
10二〇〇～11：30 水沢出張所
13：30～14：00 野中小学校

十目町山地 14：40～15二〇〇 赤倉分校

4月6日
（木）

吉　　　田

9：00～9：40 吉田出張所
10：00～10：10 名肩1！小学校

10：30～11：00 真田小学校
八　　　箇 13：30～14：00 八箇小学校
六　　　箇 14：30～15二〇〇 六箇出張所

春
季
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク

チ
ン
投
与
を
実
施

　
昭
和
五
十
三
年
度
春
季
急
性
灰
白

髄
炎
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ
ン
投

与
を
次
の
目
程
で
実
施
し
ま
す
．

該
当
者
　
　
（
一
回
目
）
昭
和
五
十
二

年
八
月
一
日
よ
り
五
十
三
年
一
月
三

十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
。
　
（
二
回

目
）
昭
和
五
十
二
年
二
月
一
日
よ
り

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
。

そ
の
他
の
幼
児
で
未
実
施
者
。

投
与
日
程
　
四
月
十
一
日
㈹
…
…
川

治
地
区
、
六
箇
地
区
、
下
条
地
区

四
月
十
二
日
困
…
…
中
条
地
区
、
水

沢
地
区
、
吉
田
地
区
四
月
十
三
日
困

－
－
新
座
大
井
田
地
区
、
十
目
町
地

区
　
い
ず
れ
も
受
付
時
間
は
午
後
一

時
四
十
分
～
二
時
半
ま
叫
＼
会
場
は

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
す
。

投
与
で
き
な
い
者
　
高
熱
者
、
病
後

衰
弱
の
著
し
い
者
、
下
痢
を
し
て
い

る
者
、
一
ヵ
月
以
内
に
麻
疹
、
B
C

G
等
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者

注
意
す
る
こ
と
　
で
き
る
だ
け
保
護

者
が
連
れ
て
く
る
よ
う
に
。
お
子
さ

ん
の
健
康
に
気
を
つ
け
、
特
に
下
痢

に
は
注
意
。
体
温
測
定
、
母
子
手
帳
、

印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
。

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
　
考

育
児
学
級

並
び
に

4
ヵ
月
児

検
　
　
診

4
月
12
日困

午
後
－
時

～
－
時
半

＋
日
町
公
民
館

52
年
12
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
相
談

4
月
13
日困

午
後
－
時
半

～
4
　
時

＋
日
町
公
民
館

52
年
1
0
月

～
12
月
生

れ
の
者

＋
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て
の
相

談

－
歳
6
カ

月
児
検
診

4
月
14
日働

午
後
－
時

～
2
時
半

＋
日
町
公
民
館

51
年
1
0
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

身
体
測
定

歯
科
検
診

内
科
検
診

個
人
通
知
が
な
く
て

も
該
当
月
の
方
は
お

い
で
く
だ
さ
い
。

3
歳
児

検
　
　
診

4
月
19
日㈱

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

49
年
1
0
月

生
れ
の
者

高血圧の方は

塩分をとり過ぎないように

　塩分が体内にたくさん入ると血管の壁の緊

張を高めさせ、血圧をあげます。また、水分

を多くとると血液の水分量も多くなり血圧を

あげます。

　塩分は、1日普通成人の場合15g位とれば

よいです。

　例）　塩ざけ1切（609）　　　59

　　　ラーメン1人分　　　　　59

　　　たくあん2切　　　　29

　　　ちくわ1本　　　　　　3g
■昨年、市内の高血圧者のみそ汁塩分調査を

　したら、平均1杯の中に2gの塩が入って

　いました。

　　愚自分の家ではどの位塩分を

　　　　とっているか考えてみましょう魯
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○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

中
核
林
業
振
興
事
業
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
業
地
づ
く
り
を
推
進

　
中
核
林
業
振
興
事
業
が
、
本
年
よ

り
始
ま
り
昭
和
五
十
六
年
ま
で
続
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
総
合
施

業
団
地
内
の
植
林
や
育
林
を
重
点
的

に
育
成
し
、
そ
の
他
林
業
基
盤
整
備

を
推
進
し
て
、
優
良
先
進
林
業
地
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
．
こ
れ
は
県
下
で
十
日
町
市
・
中

魚
沼
郡
地
域
と
、
岩
船
郡
地
域
だ
け

に
該
当
す
る
特
別
事
業
で
す
．
左
図

の
総
合
施
業
団
地
内
で
行
わ
れ
る
山

林
作
業
に
対
し
て
、
助
成
内
容
等
が

特
別
優
遇
さ
れ
ま
す
。
山
林
所
有
者

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
と
も
山

林
作
業
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。

　
な
お
、
総
合
施
業
団
地
以
外
で
も
類

似
し
た
助
成
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細

は
森
林
組
合
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

■
特
別
優
遇
助
成
措
置

－
○　

総
合
施
業
団
地
内
で
行
わ
れ
る
山

林
作
業
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
助

成
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
　
〔
助
成
条
件
〕

　
置
対
象
作
業
種
　
植
林
・
十
年
生

以
下
の
下
刈
り
・
十
五
年
生
以
下
の

雪
起
し
・
二
十
年
生
以
下
の
除
間
伐
・

一
ヵ
所
二
診
以
上
（
数
人
同
時
）
の

植
林
又
は
三
十
年
生
以
下
の
除
間
伐

に
伴
う
作
業
路
開
設
．

　
■
対
象
規
模
　
一
ヵ
所
十
彗
以
上

（
実
測
面
積
）

　
■
対
象
作
業
方
法
　
森
林
組
合
に

（10アール当り）

　
　
結醐

　
　
赫

　　区分
作業種 事業費 補助金 直接自己負担金 備　考

植
　
　
林

普通
　　　円
62，000

　　円
39，000

　　円
23，000

階段 78，000 65，000 13，000 1ヵ所30a以上

下刈り 5，900 2，100 3，800

雪起し 9，300 3，600 5，700

除間伐 4，300 2，500 1，800

総合施業団地位置図

　　β小干谷市

　　y、、＾．　　1　　；～＼

　　　　ム　1　　　△1
　／　上新田　　　　　　1

ノ（輯

　　　又
新水　　　’

　　　　　　　、

1　　一＼
　　　　　粟結叙ノ

　　　　　　21一
　　　　　り

＼r’

〆
ノ

N 凡　　例
総合施業団地

D
道　　路

一
川　・沢

△ 三角点

中条

△

叉山〆
ム

r
’
　
－
。

　
｝
～
び

新座
十日町

　
ム
　
馳

、

慧
・

　　　　　　　　　、＼

　　　　　　　o瞠
　　　　　．1ム

　　　　，ノ

　　　ノ

　　、△　　　　　　鐙坂

松代和名ケ山　　／

匠
、

　　　　’　　　灘　　　△　　1
　　　　　　永沢中磁　　　　ニツ慶　　　！一ノ

　　　懲　　　　　∫
　　　　　　＼　　野中！　、

　　　　　　　　＼当間、塩ノソ
　　　　　　　　　　＼　繋．ρ

　　　　　　　　　　　　＼　　　1

　　　　　　　　　　　　　　＼ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　＼。・

9
，
）
！
～
．

　
姿
　
　
＼
：

　
　
　
〆

　
　
　
へ

　
　
＼

　
　
ハ

＼
・
ー
』

作
業
を
た
の
む
か
又
は
、
自
分
で
作

業
す
る
場
合
は
森
林
組
合
に
相
談
し

て
認
め
ら
れ
た
も
の
。

　
■
事
業
費
・
補
助
金
　
直
接
自
己

負
担
金
等
の
概
算
金
額
は
右
の
表
の

と
お
り
で
、
自
己
負
担
金
が
大
変
低

く
な
り
ま
し
た
。

■
申
し
込
み
は
森
林
組
合
に

　
該
当
者
は
五
月
末
日
ま
で
に
「
作

業
予
定
地
全
筆
の
権
利
証
」
　
「
作
業

範
囲
見
取
図
」
「
印
鑑
」
を
用
意
し
て

森
林
組
合
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
．

　
お
問
い
合
せ
は

　
　
十
日
町
森
林
組
合
（
盈
七
－
八

　
　
八
三
一
）
市
農
林
課
（
奮
七
ー

　
　
三
二
一
内
線
二
六
六
）
へ
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き
も
の
の
集
い
（
4
月
9
日
）

ふ
れ
て町
き
も
の
ま
つ
り

の
姿
は
き
も
の
の
ま
ち
か
ら
i
i
，

き
も
の
の
需
要
拡
大
と
新
し
い
産
地
像
形
成
を
求

　
め
て
、
第
一
回
き
も
の
ま
つ
り
が
四
月
七
日
か
ら

　
　
三
日
間
、
華
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
こ
の
催
し
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
た

　
　
　
物
総
合
求
評
会
“
に

　
　
　
　
歴
年
優
秀
作
品
展
“
と
。
き
も
の
の
集
い
“

戯人式登髄に一歌つて，踊って，飲んで
　　　　　　　　　　　　　　　　　〆瀦そして語るう　　　。

　　そユに、な1こかが生まれるかも←嗣

6趨7麩韓瞬／籟雪齢8穂鋳鮭で

縛紗

上…織物求評会（4月7日）

右…街角で

下…織物優秀作品展（4月8・9日）

麟卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
十
日
町
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
求
評
会
入
賞
作
品
並
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
力

え
て
、
’
産
地
ぐ
る
み
で
き
も
の
の
振
興
を
は
か
ろ

う
と
し
た
も
の
で
す
。

　
会
場
に
あ
て
ら
れ
た
織
物
会
館
、
市
民
体
育
館
は

　
　
も
と
よ
リ
、
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
き
も
の
姿
が
み

　
　
　
ら
れ
ま
し
た
。

拳翻蒋1人一1、060円
◎拳翻糠織公幾蕗本鰭・地鼠館
　緯あ癖｝まず。礁込纏畢めに’

於・

1：00受付開始

プ 1：30
　　ゲーム・レクダンス
～
　　ディスコ　など

口 4：00

～会食（話し合い）

グ
4：40

　　〈休憩〉
5：00
ラ
～歌声コンサート

7：00
ム ～映画（青春の蹉秩）

8：30終　　了

5
月
1
4
日
は
成
人
式

　昭和53年度十日町市成人式は、5月14日（日）に市

民体育館で下記のプログラムで行います。今年度の

成人式該当者は、昭和32年4月2日～昭和33年4月

1日生まれの当市在住者です。

　なお、当人宛にハガキ連絡はすでに終っています

が、まだ連絡の届いていない人は至急十日町公民館

（費7－5011）にご連絡下さい。

親子3代きもので

“o

　膨

県
展
に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
第
三
十
三
回
新
潟
県
美
術
展
が
、

五
月
十
九
日
（
金
）
の
新
潟
会
場
を
皮

切
り
に
開
か
れ
ま
す
。
市
内
か
ら
も

毎
年
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
い
ま
ま

で
に
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
書
道
、

写
真
の
各
部
門
で
県
展
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
応
募
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
出
品
規
定
は
次
の
と
お

り
’
、
」
す
。

臼
搬
　
入

　
五
月
十
三
日
（
土
）
・
十
四
日
（
日
）

⑥
⑥
⇔
⇔

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
◆

　
　
　
　
　
　
　
受
　
　
　
付
…
…
…
…
…
九
・
○
○

お
祝
い
の
，
こ
と
ば
（
市
長
）
…
…
…
…
一
〇
・
O
O

「
二
十
歳
の
記
録
」
朗
読
…
…
…
…
…
一
〇
・
一
五

記
念
講
演
（
講
師
戸
川
エ
マ
）
：
…
…
…
二
〇
・
三
〇

市
民
吹
奏
楽
団
演
奏
：
…
…
…
…
…
⊥
一
・
三
〇

「
青
春
時
代
」
斉
唱

　
　
　
　
　
　
　
終
了
…
…
…
…
一
丁
四
〇

　
　
　
★
記
念
講
演
講
師
紹
介

　
　
　
　
戸
川
エ
マ
（
と
が
わ
え
ま
）
　
一
九
一
一
年
東
京
生
ま
れ
。

　
　
　
　
文
化
学
院
教
授
・
評
論
家
・
読
売
新
聞
「
人
生
案
内
」
担
当

　
　
　
　
著
書
に
「
暮
し
の
中
か
ら
」
な
ど
が
あ
る
。

　
申
当
日
は
ふ
ろ
し
き
・
ス
リ
ッ
パ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

の
午
前
十
時
～
午
後
四
時
ま
で
。

■
受
付
場
所

　
洋
画
・
彫
刻
・
書
道
・
写
真
・

潟
県
美
術
博
物
館

　
日
本
画
…

　
工
“
云
：
・
、

　
版
画
…

ホ
ー
ル
　
（
新
潟
市
役
所
裏
）

ロ
作
　
品

　
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
．

：
新

大
和
新
潟
店
七
階
ホ
ー
ル

4
林
百
貨
店
七
階
催
事
場

新
潟
市
中
央
公
民
館
五
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各

部
門
と
も
一
人
三
点
以
内
。
額
ぶ
ち

は
ガ
ラ
ス
張
り
に
限
り
使
用
不
可
。

■
出
品
手
数
料

　
各
部
門
と
も
一
点
二
千
円
。
一
点

増
す
ご
と
に
千
円
。

「
●
審
査
員

　
　
　
　
　
、

　
日
本
画

■

賞写書工彫版洋

県真道芸刻画画
屍

4
野
貝
定
・
松
尾
敏
男

高
光
一
也
・
三
芳
悌
吉

野
村
博
・
前
田
常
作

清
水
九
兵
衛
・
千
野
茂

・
浅
蔵
五
十
吉
・
西
大
由

広
津
雲
仙
・
古
川
悟

中
村
正
也
・
三
木
淳

巳
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
十

八
日
朝
刊
の
予
定
）

■
運
賃
　
作
品
の
運
賃
及
び
荷
造
り

賃
は
出
品
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

巳
照
会
　
新
潟
日
報
事
業
局
（
新
潟

市
東
中
通
一
）
に
返
信
切
手
を
添
え

て
お
申
し
込
み
下
さ
い
．
出
品
目
録
、

出
品
票
の
用
紙
は
、
市
教
委
、
社
会
教

育
課
（
8
七
⊥
三
二
内
線
二
七

三
）
十
日
町
市
公
民
館
・
本
館
（
8

七
－
五
〇
一
一
）
に
あ
り
ま
す
。

県
展
賞
・
奨
励
賞

　
新
潟
日
報
紙
上
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昭和53年4月25日

き
も
の
の
集
い
（
4
月
9
日
）

ふ
れ
て町
き
も
の
ま
つ
り

の
姿
は
き
も
の
の
ま
ち
か
ら
i
i
，

き
も
の
の
需
要
拡
大
と
新
し
い
産
地
像
形
成
を
求

　
め
て
、
第
一
回
き
も
の
ま
つ
り
が
四
月
七
日
か
ら

　
　
三
日
間
、
華
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
こ
の
催
し
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
た

　
　
　
物
総
合
求
評
会
“
に

　
　
　
　
歴
年
優
秀
作
品
展
“
と
。
き
も
の
の
集
い
“

戯人式登髄に一歌つて，踊って，飲んで
　　　　　　　　　　　　　　　　　〆瀦そして語るう　　　。

　　そユに、な1こかが生まれるかも←嗣

6趨7麩韓瞬／籟雪齢8穂鋳鮭で

縛紗

上…織物求評会（4月7日）

右…街角で

下…織物優秀作品展（4月8・9日）

麟卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
十
日
町
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
求
評
会
入
賞
作
品
並
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
力

え
て
、
’
産
地
ぐ
る
み
で
き
も
の
の
振
興
を
は
か
ろ

う
と
し
た
も
の
で
す
。

　
会
場
に
あ
て
ら
れ
た
織
物
会
館
、
市
民
体
育
館
は

　
　
も
と
よ
リ
、
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
き
も
の
姿
が
み

　
　
　
ら
れ
ま
し
た
。

拳翻蒋1人一1、060円
◎拳翻糠織公幾蕗本鰭・地鼠館
　緯あ癖｝まず。礁込纏畢めに’

於・

1：00受付開始

プ 1：30
　　ゲーム・レクダンス
～
　　ディスコ　など

口 4：00

～会食（話し合い）

グ
4：40

　　〈休憩〉
5：00
ラ
～歌声コンサート

7：00
ム ～映画（青春の蹉秩）

8：30終　　了

5
月
1
4
日
は
成
人
式

　昭和53年度十日町市成人式は、5月14日（日）に市

民体育館で下記のプログラムで行います。今年度の

成人式該当者は、昭和32年4月2日～昭和33年4月

1日生まれの当市在住者です。

　なお、当人宛にハガキ連絡はすでに終っています

が、まだ連絡の届いていない人は至急十日町公民館

（費7－5011）にご連絡下さい。

親子3代きもので

“o

　膨

県
展
に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
第
三
十
三
回
新
潟
県
美
術
展
が
、

五
月
十
九
日
（
金
）
の
新
潟
会
場
を
皮

切
り
に
開
か
れ
ま
す
。
市
内
か
ら
も

毎
年
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
い
ま
ま

で
に
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
書
道
、

写
真
の
各
部
門
で
県
展
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
応
募
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
出
品
規
定
は
次
の
と
お

り
’
、
」
す
。

臼
搬
　
入

　
五
月
十
三
日
（
土
）
・
十
四
日
（
日
）

⑥
⑥
⇔
⇔

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
◆

　
　
　
　
　
　
　
受
　
　
　
付
…
…
…
…
…
九
・
○
○

お
祝
い
の
，
こ
と
ば
（
市
長
）
…
…
…
…
一
〇
・
O
O

「
二
十
歳
の
記
録
」
朗
読
…
…
…
…
…
一
〇
・
一
五

記
念
講
演
（
講
師
戸
川
エ
マ
）
：
…
…
…
二
〇
・
三
〇

市
民
吹
奏
楽
団
演
奏
：
…
…
…
…
…
⊥
一
・
三
〇

「
青
春
時
代
」
斉
唱

　
　
　
　
　
　
　
終
了
…
…
…
…
一
丁
四
〇

　
　
　
★
記
念
講
演
講
師
紹
介

　
　
　
　
戸
川
エ
マ
（
と
が
わ
え
ま
）
　
一
九
一
一
年
東
京
生
ま
れ
。

　
　
　
　
文
化
学
院
教
授
・
評
論
家
・
読
売
新
聞
「
人
生
案
内
」
担
当

　
　
　
　
著
書
に
「
暮
し
の
中
か
ら
」
な
ど
が
あ
る
。

　
申
当
日
は
ふ
ろ
し
き
・
ス
リ
ッ
パ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

の
午
前
十
時
～
午
後
四
時
ま
で
。

■
受
付
場
所

　
洋
画
・
彫
刻
・
書
道
・
写
真
・

潟
県
美
術
博
物
館

　
日
本
画
…

　
工
“
云
：
・
、

　
版
画
…

ホ
ー
ル
　
（
新
潟
市
役
所
裏
）

ロ
作
　
品

　
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
．

：
新

大
和
新
潟
店
七
階
ホ
ー
ル

4
林
百
貨
店
七
階
催
事
場

新
潟
市
中
央
公
民
館
五
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各

部
門
と
も
一
人
三
点
以
内
。
額
ぶ
ち

は
ガ
ラ
ス
張
り
に
限
り
使
用
不
可
。

■
出
品
手
数
料

　
各
部
門
と
も
一
点
二
千
円
。
一
点

増
す
ご
と
に
千
円
。

「
●
審
査
員

　
　
　
　
　
、

　
日
本
画

■

賞写書工彫版洋

県真道芸刻画画
屍

4
野
貝
定
・
松
尾
敏
男

高
光
一
也
・
三
芳
悌
吉

野
村
博
・
前
田
常
作

清
水
九
兵
衛
・
千
野
茂

・
浅
蔵
五
十
吉
・
西
大
由

広
津
雲
仙
・
古
川
悟

中
村
正
也
・
三
木
淳

巳
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
十

八
日
朝
刊
の
予
定
）

■
運
賃
　
作
品
の
運
賃
及
び
荷
造
り

賃
は
出
品
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

巳
照
会
　
新
潟
日
報
事
業
局
（
新
潟

市
東
中
通
一
）
に
返
信
切
手
を
添
え

て
お
申
し
込
み
下
さ
い
．
出
品
目
録
、

出
品
票
の
用
紙
は
、
市
教
委
、
社
会
教

育
課
（
8
七
⊥
三
二
内
線
二
七

三
）
十
日
町
市
公
民
館
・
本
館
（
8

七
－
五
〇
一
一
）
に
あ
り
ま
す
。

県
展
賞
・
奨
励
賞

　
新
潟
日
報
紙
上
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再
仮
配
分
及
び
市
単
独
事
業
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
去
る
二
月
、
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
に
と
も
な
う
転
作
目

　
　
　
　
　
ヤ

標
面
積
、
及
び
米
の
買
上
げ
限
度
数
量
の
仮
配
分
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
そ
れ
に
つ
い
て
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
問
題
点
が
出
さ
れ
、
検

討
し
た
結
果
、
こ
れ
を
白
紙
撤
回
し
、
新
た
に
再
仮
配
分
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
配
分
も
、
全
農
家
の
方
々
に
満
足
い
た
だ
け
る
も
の
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
農
業
を
と
り
ま
く
諸
般
の
事
情
を
ご
推
察
い
た
だ
き
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
又
、
市
で
は
、
新
た
に
市
単
独
の
補
助
制
度
を
設
け

ま
し
た
。

　
再
仮
配
分
の
考
え
方
、
市
単
独
補
助
制
度
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
蹉
β
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨

表
－
水
田
利
用
再
編
対
策
実
施
日
程
表

期
　
　
日

実
施
事
項

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

4
月
5
日

再
仮
配
分
農
事
連
絡
員
会
議
を
開
催
し
、
仮
配
分
の
や
り
直
し

及
び
、
部
落
配
分
を
お
知
ら
せ
し
、
個
別
配
分
を
依

頼
。

4
月
6
日

　
～

4
月
2
4
日

部
落
調
整
個
々
の
実
情
に
応
じ
部
落
内
あ
る
い
は
部
落
間
調
整

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

4
月
2
5
日

昭
和
5
年
度
水

田
利
用
再
編
対

策
個
人
別
明
釦
｝

表
の
提
出

調
整
後
の
限
度
数
量
と
転
作
面
積
を
記
入
し
た
一
覧

表
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

4
月
2
5
日

管
理
転
作
農
協
に
管
理
転
作
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
管
理
転
作

預
託
申
込
書
」
を
各
事
業
所
に
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

5
月
3
1
日

転
作
計
画
書

（
確
認
野
帳
）

転
作
面
積
に
応
じ
て
、
一
人
一
人
が
転
作
計
画
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
提
出
が
な
い
と
補
助
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

6
月
上
旬

正
式
配
分
部
落
調
整
の
結
果
を
も
と
に
し
て
、
正
式
配
分
を
行

い
ま
す
。

7
月
上
旬

　
～

7
月
中
旬

現
地
確
認
転
作
計
画
書
に
基
づ
き
現
地
確
認
を
い
た
し
ま
す
。

8
月
中
旬

及
　
び

12

月
下
旬

奨
励
補
助
金

の
　
交
　
　
付

8
月
中
旬
頃
概
算
払
い
（
5
0
蓄
）
予
定

12

月
下
旬
頃
精
算
払
い
（
5
0
習
）
予
定

新
し
い
配
分
数
値
の
出
し
方

　
再
配
分
の
数
値
は
、
次
の
基
準
で

計
算
し
ま
し
た
。

限
度
数
量
…
…
う
る
ち
の
、
五
十
二

年
度
当
初
割
当
限
度
数
量
よ
り
十
暫

減
じ
た
数
。

一
俵
当
り
、
約
十
7
五
平
万
灯
を
か

　
な
お
、
五
十
四
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
五
十
三
年
度
中
に
農
家
の
水

田
所
有
面
積
、
小
作
契
約
等
の
実
態

を
調
査
し
て
、
実
状
に
即
し
た
配
分

を
行
う
予
定
で
す
。

転
作
面
積
…
限
嚢
量
の
俵
数
」

け
た
面
積
．
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

個
人
別
配
分
の
や
り
方

　
農
事
連
絡
員
会
議
を
通
じ
て
、
前

記
の
方
法
で
計
算
し
た
部
落
別
の
限

度
数
量
、
及
び
転
作
面
積
を
、
お
届

け
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
「
参
考
資

料
」
と
し
て
個
人
別
の
明
細
書
も
お

渡
し
し
ま
し
た
の
で
、
農
事
連
絡
員

を
中
心
に
、
部
落
問
調
整
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対
策
実
施
の
日
程
変
更

水
田
利
用
再
編
対
策
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
表
1
の
よ
う
に
日
程
変
更

い
た
し
ま
す
。

●
こ
ん
な
掲
合
対
象
に
な
る
で
し
よ
う
か
ギ
…

◎
　
転
催
蒼
穣
が
駕
々
に
飯
愛
分
さ

れ
て
い
る
が
、
特
定
の
耕
作
考
瀞
心
猿

人
分
の
瀦
分
痴
積
を
脚
括
．
し
て
毅
き

受
緯
て
転
作
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う

レ
繰

［
滅
照◎
轡
し
つ
か
え
あ
轡
褒
鞭
毒
。
＊

穣
剰
爾
霧
績
紺
無
懸
嫁
．
簸
蟻
ぐ
蚤

轟
の
職
作
を
搬
進
掌
る
鑑
霧
奪
灘
灘

と
し
て
い
塞
す
。
郵
纏
籔
雛
壱
雛
癒

に
黛
し
て
は
、
毒
墾
し
も
綴
驚
窮
編

豪
に
と
ら
わ
れ
ず
、
灘
蕩
◎
位
で
繊

鷹
撒
盤
留
穣
蕊
積
を
違
鷹
掌
れ
罎
験

い
わ
紬
で
す
。

Q
水
壌
養
魚
で
樵
駒
金
を
う
ち
き

ら
れ
た
水
田
は
、
養
魚
を
や
め
て
管

理
水
田
と
し
て
預
託
で
き
る
か
。

⑬
か
馨
赫
ま
セ
ん
．

④
な
り
塞
す
。
紺
象
雄
癖
潮
地
区

域
卦
の
篭
会
の
み
で
農
地
転
擁
を
す

る
も
の
と
し
．
灘
桑
、
蕊
離
渡
以
鋒
鞭

鍛
の
纏
難
ご
9
懇
磯
繕
癒
銚
嚢
す
。

◎
う
る
ち
⑱
罷
分
網
壕
灘
鴨
隈
度

数
養
脅
鎧
当
で
承
騰
嚢
諜
滋
た
墨
、

艦
轟
を
太
撫
鑓
嚢
薦
雛
藏
難
籍
鷲
窃

砂
、
揖
標
を
漣
疲
懸
灘
ゐ
灘
難
轟
が
、

な
い
⑳
で
隈
縫
盤
”
灘
を
二
牽
樵
他
⑳

『
人
菰
割
当
て
《
鱒
ゐ
導
と
灘
嶺
が
だ

う
か
。

◎
さ
し
つ
か
笈
灘
蟻
糞
慧
癒

◎　だ症総鶉⑰葛＠　⑬ヨ
　　さ奮婁麟・　が　　　 】

　
　
鰐
覇
驚
費
縄
り
繍
は
鍵
象
に
塗

　
　
◎

　
　
奪
琴
霧
窒
、
癒
雛
灘
鎌
麟
瀧
び

鶉
麟
濃
家
重
羨
擬
饗
豹
薫
鞍
ん
や
X

総
婁
糖
。
線
鋒
癖
纏
を
搬
潔
嘉
の
㊥

症
饗
い
に
よ
り
刈
職
鱗
を
行
っ
て
く

だ
さ
験
o

糖
麟
纏
懸
鍵
に
な
る
か
。

⑭
腔
“
理
転
鰹
“
の
癒
響
簿
農
載
捷
だ

鐵
預
託
講
込
書
”
を
．
饗
鐵
愛
薮
ば
ま
い

・
か
ゆ
、

◎
嚢
繍
に
ぱ
．
．
驚
篠
糠
轍
叢
簸
噸

込
○
』
泰
雛
趨
廊
灘
躍
轍
蝋
灘
簸
獲
灘

懇
掌
る
と
灘
捧
慌
驚
鵜
懲
．
譲
瓢

嚢
雲
欄
整
塁
篠
擦
嚢
撫
灘
肇
G

暑
曝
）
を
携
撫
総
懸
鱒
悲
琢

織
懸
鰯
て
雛
騰
欝
癬
業
麓
．
漆

○
驚
縄
蕩
嬬
澱
．
簸
懸
鞘
然
転

て
ぱ
纂
鋤
鶴
灘
る
麟
．
難
織
燦
わ
な

蟹
工
驚
辮
機
纒
獺
癒
轟
る
撫
藤

◎
撫
め
ら
義
糞
雛
。
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圃
回
團
国
圃
困

　
市
で
は
、
水
田
利
用
再
編
対
策
に

と
も
な
い
、
市
独
自
で
、
〈
奨
励
補
助

金
の
交
付
〉
・
〈
水
田
畑
地
化
排
水
事

業
へ
の
補
助
〉
・
〈
十
日
町
市
水
田
利

用
再
編
対
策
特
別
融
資
事
業
〉
を
実

施
し
ま
す
。

1
奨
励
補
助
金

　
国
の
奨
励
金
に
上
乗
せ
を
し
て
、

市
独
自
の
奨
励
金
を
、
表
H
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。

H
水
田
畑
地
化
排
水
事
業

　
水
田
利
用
再
編
対
策
が
、
各
地
域

の
実
情
に
即
し
て
、
転
作
が
効
率
的

に
促
進
さ
せ
る
よ
う
に
、
排
水
用
溝

堀
工
事
を
実
施
し
た
場
合
の
補
助
制

度
を
新
設
し
ま
し
た
。

奨励補助金表皿

区　　分
基　　本　額

計

国奨励金 市奨励金

特定作物
　　円
55，000

　　円

5，000
　　円
60，000

一般作物等 40，000 4，000 44，000

管理転作 40，000 2，000 42，000

　
水
田
畑
地
化
排
水
事
業
採
択
基
準

地
域
　
ω
土
地
台
帳
に
お
け
る
地
目

が
水
田
で
あ
る
こ
と
（
す
で
に
現
況

が
畑
地
に
転
換
し
て
あ
る
も
の
を
除

く
）　
回
一
施
行
区
が
三
ア
ー
ル
以
上
。

　
ω
五
十
二
年
度
ま
で
水
田
で
あ
っ

て
、
五
十
三
年
以
降
稲
作
を
除
く
畑

作
物
の
作
付
け
を
行
う
こ
と
。

工
法
　
排
水
用
溝
堀
工
で
あ
る
こ
と

（
平
均
巾
、
○
・
五
五
材
・
深
○
・
五

材
・
十
誓
当
り
百
材
基
準
）

事
業
費
　
一
施
工
区
の
事
業
費
十
彗

当
り
限
度
額
四
万
円

工
期
　
四
月
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

補
助
率
　
三
十
習
以
内

申
込
期
日
　
五
月
十
五
日

皿
十
日
町
市
水
田
利
用
再
縞

　
縞
対
策
特
別
融
資
事
業

　
こ
の
特
別
融
資
事
業
は
、
五
十
三

年
度
以
降
、
国
の
行
う
水
田
利
用
再

編
対
策
に
も
と
ず
き
、
転
作
を
実
施

す
る
農
業
者
に
必
要
な
資
金
の
融
通

を
し
て
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め

に
設
け
た
制
度
’
．
、
す
。

　
ω
貸
付
対
象
者
…
…
国
の
行
う
水

田
利
用
再
編
対
策
と
し
て
、
転
作
を

実
施
す
る
市
内
に
在
住
す
る
全
農
家

と
し
て
、
市
長
の
認
定
を
受
け
た
も

の
。
　
ω
貸
付
資
金
の
使
途
…
…
種
苗
、

肥
料
、
農
薬
、
農
機
具
、
雇
用
労
賃

等
作
物
再
生
産
確
保
に
必
要
な
経
営

資
金
と
す
る
。

團
貸
付
条
件

貸
付
限
度
　
転
作
面
積
十
誓
に
つ
き

十
万
円
以
内
と
し
、
最
高
限
度
額
五

十
万
円
。

貸
付
利
率
　
年
五
・
八
音

貸
付
期
間
　
二
年
以
内
（
据
置
な
し
）

返
済
方
法
　
年
一
回
元
金
均
等
償
還

と
す
る
。
但
し
、
繰
上
げ
償
還
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

　
働
取
扱
金
融
機
関
…
…
貸
付
は
、

十
日
町
市
農
業
協
同
組
合
が
行
う
。

　
㈲
資
金
措
置
…
…
市
は
、
資
金
の

一
部
を
市
農
業
協
同
組
合
に
預
託
す

る
。
　
㈹
申
込
方
法
…
…
借
入
れ
の
申
し

込
み
は
、
市
農
業
協
同
組
合
の
定
め

る
申
し
込
み
書
に
よ
り
申
請
す
る
も

の
と
し
、
申
し
込
み
書
に
は
転
作
農

家
認
定
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
ω
転
作
農
家
の
認
定
及
び
認
定
書

の
交
付
…
…
転
作
農
家
認
定
書
の
交

付
を
受
け
た
い
方
は
、
転
作
計
画
書

に
も
と
ず
き
、
市
長
の
認
定
書
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
義
…
四
牽
九
隼
ま
で
穰
を
俸
嬢
、
五

　
牽
年
以
簿
三
ヵ
年
沐
耕
し
、
今
年
転

　
作
ず
る
の
だ
が
、
過
去
に
奨
励
補
助

　
金
を
も
ら
っ
て
い
な
い
．
賛
◎

　
8
…
四
十
八
年
に
．
転
作
奨
励
金
を
も

　
ら
っ
て
い
る
の
で
欝
●

　
C
：
・
四
十
八
年
、
稲
を
作
り
た
が
、

　
五
十
二
年
新
た
に
水
積
が
璽
能
と
な

　
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
新
㏄
規
灘
田

　
で
は
な
い
。
し
た
が
ワ
て
五
十
三
年

　
転
作
の
対
象
で
あ
る
構
●

　
D
…
五
十
二
年
に
引
き
ぬ
い
て
稲
を

　
作
っ
た
こ
と
に
な
り
、
窟
力
開
露
と

　
な
る
聾
◎

　
E
－
。
四
十
七
年
か
ら
五
十
年
ま
で
休

　
耕
し
、
奨
励
補
助
金
を
も
ら
っ
た
。

　
五
十
一
年
か
ら
五
十
二
年
の
水
団
総

　
合
利
用
対
策
の
際
も
、
そ
の
ま
ま
休

自
塾

区分 47年 48年 49年 年 1年 2年 3年 判定

A イ イ イ × X × テ ㊨

B イ テ イ × × × テ ⑱・

C イ イ × × × イ テ ⑱

D イ イ 永 永 永 イ テ ㊨

E × × × × × × テ ⑱

F X × × X テ テ テ ⑱

G イ イ × × X X テ ㊨

海1④・一稲∫⑪轟転作ノ⑳“不浄付零傭蜘⑫・膿轍

繋
も
で
騨
驚
、
懸
藤
，
－

F
：
・
鐙
牽
灘
年
か
ろ
叢
牽
隼
雛
で
体

耕
し
、
奨
励
擁
肋
金
を
奪
ら
っ
た
。

五
十
一
年
、
五
十
二
無
に
転
葎
し
た
。

踵
●
G
…
四
十
八
年
ま
で
水
揺
作
付
、
四

十
九
年
か
ら
不
作
付
と
な
墜
て
い
た

水
田
（
奨
励
補
助
金
は
も
ら
わ
な
か

っ
た
）
鑓
㊨

翼
堕
属
隅
冒
O
O
O
O
¢
壼
¢
¢
重
¢
重
O
勇
¢
腫
壺
墜
登
O
登
壷
藤
尊
重
蔭
蔓
重
¢

　
侶
申
込
受
付
…
…
六
月
十
五
日
～

七
月
二
十
五
日

　
働
貸
付
…
…
八
月
十
日
か
ら

　
ご
希
望
の
方
、
こ
の
制
度
に
対
す

る
お
問
い
合
せ
等
は
、
市
農
林
課

（
8
七
⊥
二
一
一
内
線
二
六
四
）

市
農
協
各
事
業
所
に
お
ね
が
い
し
ま

す
。
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再
仮
配
分
及
び
市
単
独
事
業
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
去
る
二
月
、
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
に
と
も
な
う
転
作
目

　
　
　
　
　
ヤ

標
面
積
、
及
び
米
の
買
上
げ
限
度
数
量
の
仮
配
分
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
そ
れ
に
つ
い
て
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
問
題
点
が
出
さ
れ
、
検

討
し
た
結
果
、
こ
れ
を
白
紙
撤
回
し
、
新
た
に
再
仮
配
分
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
配
分
も
、
全
農
家
の
方
々
に
満
足
い
た
だ
け
る
も
の
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
農
業
を
と
り
ま
く
諸
般
の
事
情
を
ご
推
察
い
た
だ
き
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
又
、
市
で
は
、
新
た
に
市
単
独
の
補
助
制
度
を
設
け

ま
し
た
。

　
再
仮
配
分
の
考
え
方
、
市
単
独
補
助
制
度
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
蹉
β
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨

表
－
水
田
利
用
再
編
対
策
実
施
日
程
表

期
　
　
日

実
施
事
項

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

4
月
5
日

再
仮
配
分
農
事
連
絡
員
会
議
を
開
催
し
、
仮
配
分
の
や
り
直
し

及
び
、
部
落
配
分
を
お
知
ら
せ
し
、
個
別
配
分
を
依

頼
。

4
月
6
日

　
～

4
月
2
4
日

部
落
調
整
個
々
の
実
情
に
応
じ
部
落
内
あ
る
い
は
部
落
間
調
整

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

4
月
2
5
日

昭
和
5
年
度
水

田
利
用
再
編
対

策
個
人
別
明
釦
｝

表
の
提
出

調
整
後
の
限
度
数
量
と
転
作
面
積
を
記
入
し
た
一
覧

表
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

4
月
2
5
日

管
理
転
作
農
協
に
管
理
転
作
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
管
理
転
作

預
託
申
込
書
」
を
各
事
業
所
に
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

5
月
3
1
日

転
作
計
画
書

（
確
認
野
帳
）

転
作
面
積
に
応
じ
て
、
一
人
一
人
が
転
作
計
画
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
提
出
が
な
い
と
補
助
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

6
月
上
旬

正
式
配
分
部
落
調
整
の
結
果
を
も
と
に
し
て
、
正
式
配
分
を
行

い
ま
す
。

7
月
上
旬

　
～

7
月
中
旬

現
地
確
認
転
作
計
画
書
に
基
づ
き
現
地
確
認
を
い
た
し
ま
す
。

8
月
中
旬

及
　
び

12

月
下
旬

奨
励
補
助
金

の
　
交
　
　
付

8
月
中
旬
頃
概
算
払
い
（
5
0
蓄
）
予
定

12

月
下
旬
頃
精
算
払
い
（
5
0
習
）
予
定

新
し
い
配
分
数
値
の
出
し
方

　
再
配
分
の
数
値
は
、
次
の
基
準
で

計
算
し
ま
し
た
。

限
度
数
量
…
…
う
る
ち
の
、
五
十
二

年
度
当
初
割
当
限
度
数
量
よ
り
十
暫

減
じ
た
数
。

一
俵
当
り
、
約
十
7
五
平
万
灯
を
か

　
な
お
、
五
十
四
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
五
十
三
年
度
中
に
農
家
の
水

田
所
有
面
積
、
小
作
契
約
等
の
実
態

を
調
査
し
て
、
実
状
に
即
し
た
配
分

を
行
う
予
定
で
す
。

転
作
面
積
…
限
嚢
量
の
俵
数
」

け
た
面
積
．
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

個
人
別
配
分
の
や
り
方

　
農
事
連
絡
員
会
議
を
通
じ
て
、
前

記
の
方
法
で
計
算
し
た
部
落
別
の
限

度
数
量
、
及
び
転
作
面
積
を
、
お
届

け
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
「
参
考
資

料
」
と
し
て
個
人
別
の
明
細
書
も
お

渡
し
し
ま
し
た
の
で
、
農
事
連
絡
員

を
中
心
に
、
部
落
問
調
整
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対
策
実
施
の
日
程
変
更

水
田
利
用
再
編
対
策
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
表
1
の
よ
う
に
日
程
変
更

い
た
し
ま
す
。

●
こ
ん
な
掲
合
対
象
に
な
る
で
し
よ
う
か
ギ
…

◎
　
転
催
蒼
穣
が
駕
々
に
飯
愛
分
さ

れ
て
い
る
が
、
特
定
の
耕
作
考
瀞
心
猿

人
分
の
瀦
分
痴
積
を
脚
括
．
し
て
毅
き

受
緯
て
転
作
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う

レ
繰

［
滅
照◎
轡
し
つ
か
え
あ
轡
褒
鞭
毒
。
＊

穣
剰
爾
霧
績
紺
無
懸
嫁
．
簸
蟻
ぐ
蚤

轟
の
職
作
を
搬
進
掌
る
鑑
霧
奪
灘
灘

と
し
て
い
塞
す
。
郵
纏
籔
雛
壱
雛
癒

に
黛
し
て
は
、
毒
墾
し
も
綴
驚
窮
編

豪
に
と
ら
わ
れ
ず
、
灘
蕩
◎
位
で
繊

鷹
撒
盤
留
穣
蕊
積
を
違
鷹
掌
れ
罎
験

い
わ
紬
で
す
。

Q
水
壌
養
魚
で
樵
駒
金
を
う
ち
き

ら
れ
た
水
田
は
、
養
魚
を
や
め
て
管

理
水
田
と
し
て
預
託
で
き
る
か
。

⑬
か
馨
赫
ま
セ
ん
．

④
な
り
塞
す
。
紺
象
雄
癖
潮
地
区

域
卦
の
篭
会
の
み
で
農
地
転
擁
を
す

る
も
の
と
し
．
灘
桑
、
蕊
離
渡
以
鋒
鞭

鍛
の
纏
難
ご
9
懇
磯
繕
癒
銚
嚢
す
。

◎
う
る
ち
⑱
罷
分
網
壕
灘
鴨
隈
度

数
養
脅
鎧
当
で
承
騰
嚢
諜
滋
た
墨
、

艦
轟
を
太
撫
鑓
嚢
薦
雛
藏
難
籍
鷲
窃

砂
、
揖
標
を
漣
疲
懸
灘
ゐ
灘
難
轟
が
、

な
い
⑳
で
隈
縫
盤
”
灘
を
二
牽
樵
他
⑳

『
人
菰
割
当
て
《
鱒
ゐ
導
と
灘
嶺
が
だ

う
か
。

◎
さ
し
つ
か
笈
灘
蟻
糞
慧
癒

◎　だ症総鶉⑰葛＠　⑬ヨ
　　さ奮婁麟・　が　　　 】

　
　
鰐
覇
驚
費
縄
り
繍
は
鍵
象
に
塗

　
　
◎

　
　
奪
琴
霧
窒
、
癒
雛
灘
鎌
麟
瀧
び

鶉
麟
濃
家
重
羨
擬
饗
豹
薫
鞍
ん
や
X

総
婁
糖
。
線
鋒
癖
纏
を
搬
潔
嘉
の
㊥

症
饗
い
に
よ
り
刈
職
鱗
を
行
っ
て
く

だ
さ
験
o

糖
麟
纏
懸
鍵
に
な
る
か
。

⑭
腔
“
理
転
鰹
“
の
癒
響
簿
農
載
捷
だ

鐵
預
託
講
込
書
”
を
．
饗
鐵
愛
薮
ば
ま
い

・
か
ゆ
、

◎
嚢
繍
に
ぱ
．
．
驚
篠
糠
轍
叢
簸
噸

込
○
』
泰
雛
趨
廊
灘
躍
轍
蝋
灘
簸
獲
灘

懇
掌
る
と
灘
捧
慌
驚
鵜
懲
．
譲
瓢

嚢
雲
欄
整
塁
篠
擦
嚢
撫
灘
肇
G

暑
曝
）
を
携
撫
総
懸
鱒
悲
琢

織
懸
鰯
て
雛
騰
欝
癬
業
麓
．
漆

○
驚
縄
蕩
嬬
澱
．
簸
懸
鞘
然
転

て
ぱ
纂
鋤
鶴
灘
る
麟
．
難
織
燦
わ
な

蟹
工
驚
辮
機
纒
獺
癒
轟
る
撫
藤

◎
撫
め
ら
義
糞
雛
。
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圃
回
團
国
圃
困

　
市
で
は
、
水
田
利
用
再
編
対
策
に

と
も
な
い
、
市
独
自
で
、
〈
奨
励
補
助

金
の
交
付
〉
・
〈
水
田
畑
地
化
排
水
事

業
へ
の
補
助
〉
・
〈
十
日
町
市
水
田
利

用
再
編
対
策
特
別
融
資
事
業
〉
を
実

施
し
ま
す
。

1
奨
励
補
助
金

　
国
の
奨
励
金
に
上
乗
せ
を
し
て
、

市
独
自
の
奨
励
金
を
、
表
H
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。

H
水
田
畑
地
化
排
水
事
業

　
水
田
利
用
再
編
対
策
が
、
各
地
域

の
実
情
に
即
し
て
、
転
作
が
効
率
的

に
促
進
さ
せ
る
よ
う
に
、
排
水
用
溝

堀
工
事
を
実
施
し
た
場
合
の
補
助
制

度
を
新
設
し
ま
し
た
。

奨励補助金表皿

区　　分
基　　本　額

計

国奨励金 市奨励金

特定作物
　　円
55，000

　　円

5，000
　　円
60，000

一般作物等 40，000 4，000 44，000

管理転作 40，000 2，000 42，000

　
水
田
畑
地
化
排
水
事
業
採
択
基
準

地
域
　
ω
土
地
台
帳
に
お
け
る
地
目

が
水
田
で
あ
る
こ
と
（
す
で
に
現
況

が
畑
地
に
転
換
し
て
あ
る
も
の
を
除

く
）　
回
一
施
行
区
が
三
ア
ー
ル
以
上
。

　
ω
五
十
二
年
度
ま
で
水
田
で
あ
っ

て
、
五
十
三
年
以
降
稲
作
を
除
く
畑

作
物
の
作
付
け
を
行
う
こ
と
。

工
法
　
排
水
用
溝
堀
工
で
あ
る
こ
と

（
平
均
巾
、
○
・
五
五
材
・
深
○
・
五

材
・
十
誓
当
り
百
材
基
準
）

事
業
費
　
一
施
工
区
の
事
業
費
十
彗

当
り
限
度
額
四
万
円

工
期
　
四
月
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

補
助
率
　
三
十
習
以
内

申
込
期
日
　
五
月
十
五
日

皿
十
日
町
市
水
田
利
用
再
縞

　
縞
対
策
特
別
融
資
事
業

　
こ
の
特
別
融
資
事
業
は
、
五
十
三

年
度
以
降
、
国
の
行
う
水
田
利
用
再

編
対
策
に
も
と
ず
き
、
転
作
を
実
施

す
る
農
業
者
に
必
要
な
資
金
の
融
通

を
し
て
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め

に
設
け
た
制
度
’
．
、
す
。

　
ω
貸
付
対
象
者
…
…
国
の
行
う
水

田
利
用
再
編
対
策
と
し
て
、
転
作
を

実
施
す
る
市
内
に
在
住
す
る
全
農
家

と
し
て
、
市
長
の
認
定
を
受
け
た
も

の
。
　
ω
貸
付
資
金
の
使
途
…
…
種
苗
、

肥
料
、
農
薬
、
農
機
具
、
雇
用
労
賃

等
作
物
再
生
産
確
保
に
必
要
な
経
営

資
金
と
す
る
。

團
貸
付
条
件

貸
付
限
度
　
転
作
面
積
十
誓
に
つ
き

十
万
円
以
内
と
し
、
最
高
限
度
額
五

十
万
円
。

貸
付
利
率
　
年
五
・
八
音

貸
付
期
間
　
二
年
以
内
（
据
置
な
し
）

返
済
方
法
　
年
一
回
元
金
均
等
償
還

と
す
る
。
但
し
、
繰
上
げ
償
還
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

　
働
取
扱
金
融
機
関
…
…
貸
付
は
、

十
日
町
市
農
業
協
同
組
合
が
行
う
。

　
㈲
資
金
措
置
…
…
市
は
、
資
金
の

一
部
を
市
農
業
協
同
組
合
に
預
託
す

る
。
　
㈹
申
込
方
法
…
…
借
入
れ
の
申
し

込
み
は
、
市
農
業
協
同
組
合
の
定
め

る
申
し
込
み
書
に
よ
り
申
請
す
る
も

の
と
し
、
申
し
込
み
書
に
は
転
作
農

家
認
定
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
ω
転
作
農
家
の
認
定
及
び
認
定
書

の
交
付
…
…
転
作
農
家
認
定
書
の
交

付
を
受
け
た
い
方
は
、
転
作
計
画
書

に
も
と
ず
き
、
市
長
の
認
定
書
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
義
…
四
牽
九
隼
ま
で
穰
を
俸
嬢
、
五

　
牽
年
以
簿
三
ヵ
年
沐
耕
し
、
今
年
転

　
作
ず
る
の
だ
が
、
過
去
に
奨
励
補
助

　
金
を
も
ら
っ
て
い
な
い
．
賛
◎

　
8
…
四
十
八
年
に
．
転
作
奨
励
金
を
も

　
ら
っ
て
い
る
の
で
欝
●

　
C
：
・
四
十
八
年
、
稲
を
作
り
た
が
、

　
五
十
二
年
新
た
に
水
積
が
璽
能
と
な

　
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
新
㏄
規
灘
田

　
で
は
な
い
。
し
た
が
ワ
て
五
十
三
年

　
転
作
の
対
象
で
あ
る
構
●

　
D
…
五
十
二
年
に
引
き
ぬ
い
て
稲
を

　
作
っ
た
こ
と
に
な
り
、
窟
力
開
露
と

　
な
る
聾
◎

　
E
－
。
四
十
七
年
か
ら
五
十
年
ま
で
休

　
耕
し
、
奨
励
補
助
金
を
も
ら
っ
た
。

　
五
十
一
年
か
ら
五
十
二
年
の
水
団
総

　
合
利
用
対
策
の
際
も
、
そ
の
ま
ま
休

自
塾

区分 47年 48年 49年 年 1年 2年 3年 判定

A イ イ イ × X × テ ㊨

B イ テ イ × × × テ ⑱・

C イ イ × × × イ テ ⑱

D イ イ 永 永 永 イ テ ㊨

E × × × × × × テ ⑱

F X × × X テ テ テ ⑱

G イ イ × × X X テ ㊨

海1④・一稲∫⑪轟転作ノ⑳“不浄付零傭蜘⑫・膿轍

繋
も
で
騨
驚
、
懸
藤
，
－

F
：
・
鐙
牽
灘
年
か
ろ
叢
牽
隼
雛
で
体

耕
し
、
奨
励
擁
肋
金
を
奪
ら
っ
た
。

五
十
一
年
、
五
十
二
無
に
転
葎
し
た
。

踵
●
G
…
四
十
八
年
ま
で
水
揺
作
付
、
四

十
九
年
か
ら
不
作
付
と
な
墜
て
い
た

水
田
（
奨
励
補
助
金
は
も
ら
わ
な
か

っ
た
）
鑓
㊨

翼
堕
属
隅
冒
O
O
O
O
¢
壼
¢
¢
重
¢
重
O
勇
¢
腫
壺
墜
登
O
登
壷
藤
尊
重
蔭
蔓
重
¢

　
侶
申
込
受
付
…
…
六
月
十
五
日
～

七
月
二
十
五
日

　
働
貸
付
…
…
八
月
十
日
か
ら

　
ご
希
望
の
方
、
こ
の
制
度
に
対
す

る
お
問
い
合
せ
等
は
、
市
農
林
課

（
8
七
⊥
二
一
一
内
線
二
六
四
）

市
農
協
各
事
業
所
に
お
ね
が
い
し
ま

す
。
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重
度
身
障
者
の
皆
さ
ん
に

　
　
　
郵
便
は
が
き
を
進
呈

　
身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に
ち

な
み
、
郵
政
省
で
は
重
度
の
身
体
障

害
者
（
一
・
二
級
）
で
、
同
手
帳
を

お
持
ち
め
満
六
歳
（
四
月
一
目
現
在
）

以
上
の
方
に
、
お
一
人
に
つ
き
二
十

枚
郵
便
は
が
き
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
同
手
帳
を
持
参

の
上
、
郵
便
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
．
な
お
、
代
理
の
方
で
も
、
郵
便

に
よ
る
お
申
出
で
も
結
構
で
す
。
（
郵

便
に
よ
る
場
合
は
、
ご
本
人
の
手
帳

藍、　　　　　春の交通安全運動
F　l

ii轟馨鎌饗慕熱
1！　　　　　　　ました・
　きl　i　その結果、事故発生件数は2件と、昨年の5件を大き
　iくドまわりました。
　ミ
　1　1月から3月までの事故発生件数が、昨年び）3割増で
の　　き

　1ですから、運動の成果といえるでしょう。
ロ　　し

　i　しかし、運動期間外の2日には、北原地内で、小学生
番iのいたましい死亡事故が発生しています・

号1　4月の後半から5月の前半にかけては、連休等で交通
・i

　lが混雑し、死亡等重大事故の発生のおそれがあります。
級1　　一　　　一　、
別1お互いに「被害者になりない…加害者にならない」こと
’iを心がけたいものです。

年度 件　数 事　　故　　状　　況

52 5件（3人〉
バイク追突　2件　　　2人重傷
歩行者と車　　3‘牛　　　　　3人軽f箋

53 2件（2人）
中学生の自転車と四輪　　重傷（骨折〉

商絞生の無免許バイクと四　　重傷（骨折）

番
号
、
　
　
　
住
所
又
は
居
所
、
氏

名
及
び
生
年
月
日
を
ご
記
入
の
上
、

押
印
し
て
お
申
出
く
だ
さ
い
）

　
受
付
期
間
は
、
昭
和
五
十
三
年
五

月
三
十
一
目
ま
で
で
す
。

　
申
込
用
紙
は
、
郵
便
局
、
市
社
会

福
祉
事
務
所
等
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
も
よ
り
の
郵
便
局

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
料
の
申
告
を
早
め
に

　
　
　
　
　
1
労
働
基
準
監
督
署
1
、

　
労
働
保
険
の
概
算
・
確
定
保
険
料

の
申
告
と
納
付
を
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
よ
，
つ
。

申
告
．
納
付
期
限
音
吉
日
蹴

労
讐
雛
類
騨
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

代
理
店
、
歳
入
代
理
店
（
各
銀
行
）
、
凝
年
金
福
祉
事
業
団
で
は
、
昭
和
五

郵
便
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）
＋
』
一
年
度
の
年
金
受
給
権
を
担
保
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
申
告
、
納
付
上
の
注
意
　
　
　
　
、
）
す
る
小
口
資
金
の
貸
付
け
申
込
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
じ

○
申
告
書
と
納
付
書
を
切
り
は
な
さ
琴
付
け
享
．

ず
藻
険
料
を
添
え
て
・
納
付
し
て
…
…
・
こ
れ
は
、
国
民
年
金
（
福
祉
年
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
）
を
除
く
）
、
厚
生
年
金
及
び
船
員
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

○
保
険
料
を
五
月
十
五
日
ま
で
に
納
↑
、
険
の
年
金
受
給
者
を
対
象
に
小
口
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

付
で
き
な
い
場
合
は
、
申
告
書
の
み
．
v
金
の
貸
付
け
を
行
う
も
の
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

を
労
働
基
準
局
、
ま
た
は
監
督
署
に
　
）
　
借
受
希
望
者
は
、
つ
ぎ
の
要
項
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　
㎜
ご
覧
の
－
え
草
め
に
申
込
ん
で
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
）
だ
さ
い
．

市
税
の
納
付
は
。
座
振
替
で
響
付
金
の
限
度
額
年
金
支
払
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

　
市
税
の
納
付
は
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
？
）
一
．
五
倍
相
当
額
で
十
万
円
以
上
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

機
関
や
市
役
所
に
出
向
か
な
く
て
も
↑
）
万
円
以
内
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

納
税
者
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
？
、
利
率
　
年
六
．
五
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〉

振
替
納
入
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
　
）
申
込
み
受
付
期
間
及
び
貸
付
実
行
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

利
用
さ
れ
る
と
、
納
期
の
つ
ど
現
金
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ロ

を
用
意
し
な
く
て
も
よ
い
、
同
一
人
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
預
金
口
座
か
ら
家
族
の
分
も
支
払
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

う
こ
と
が
で
き
る
等
、
た
い
へ
ん
便
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

利
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

◎
申
込
み
方
法
は
　
　
　
　
　
　
　
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
預
金
し
て
あ
る
金
融
機
関
（
銀
行
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

農
協
等
）
の
窓
ロ
ヘ
預
金
の
出
し
入
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

れ
に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
を
持
参
の
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

う
え
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
市
役
所
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

税
務
課
で
も
受
付
け
ま
す
）
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
．
！

小
ロ
資
金
貸
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

償
還
方
法
　
担
保
に
供
さ
れ
た
年
金

の
支
払
金
を
も
っ
て
弁
済
す
る
。

保
証
人
　
連
帯
保
証
人
一
名

繰
上
げ
償
還
　
当
該
年
金
の
受
給
権

を
失
っ
た
と
き
、
ま
た
は
当
該
年
金

の
金
額
に
つ
い
て
支
給
停
止
を
受
け

た
と
き
等
。

申
込
み
方
法
　
年
金
福
祉
事
業
団
か

ら
年
金
担
保
貸
付
業
務
の
委
託
を
受

け
た
金
融
機
関
に
所
定
の
書
類
を
提

出
す
る
．
（
書
類
は
金
融
機
関
に
あ

り
ま
す
）

受
託
金
融
機
関
　
市
中
金
融
機
関

（
銀
行
・
相
互
銀
行
・
信
用
金
庫
）

区
　
　
　
　
　
　
分

申
込
受
付
期
間

貸
付
実
行
日

厚
生
年
金
保
険

　
　
及
　
　
　
び

船
　
　
員
　
　
保
　
　
険

53
・
7
・
－
～
5
3
・
7
・
1
5

53
・
8
・
2
6

53
・
1
0
・
2
～
5
3
・
1
0
・
1
6

53
・
n
・
2
9

54

i
・
4
～
5
4
・
1
・
1
6

54
・
2
・
2
8

国
民
年
金

　
老
齢
年
金
及
び

　
通
算
老
齢
年
金

53
・
5
・
1
～
5
3
・
5
・
1
6

53
・
6
・
2
8

詔
・
8
・
－
～
留
・
8
・
蔦

53
・
9
・
2
7

瀦
・
m
・
2
～
脇
・
m
鉛

3
　
　
1
　
　
Q
」

●
　
　
　
　
　
●

5
　
　
1
　
　
9
一

留
・
2
・
－
～
留
・
2
古

54
・
3
・
2
8

国
民
年
金

　
障
害
年
金
、
母
子
・

　
準
母
子
年
金
、
遺
児

　
年
金
及
び
寡
婦
年
金

53
・
5
・
－
～
5
3
・
5
・
1
5

53
・
6
・
2
8

お
・
8
・
－
～
詔
・
8
古

53
・
9
・
2
7

53
・
H
・
－
～
5
3
・
n
・
1
5

53
・
1
2
・
2
5

54

・
2
・
－
～
54
・
2
・
1
5

54
・
3
・
蜴
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ゆ
ず
り
ま
す
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
三
年
度
受
付
中

　
発
足
三
年
目
を
迎
え
た
こ
の
不
用

品
交
換
登
録
制
度
は
、
大
変
好
評
で

昨
年
度
中
に
二
十
件
以
上
の
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
．
引
き
続
き
五
十
三

年
度
分
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

不
用
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
登
録

し
て
く
だ
さ
い
．
新
品
、
中
古
ど
ち

ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
方
は
い

ま
せ
ん
か
。
子
供
用
品
、
電
気
製
品
、

家
具
、
庭
木
等
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

◆
4
月
1
0
日
ま
で
の
受
付
分

　
交
換
希
望
の
品
物
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．
（
盈
七

－
三
工
一
番
内
線
二
四
三
）

昨
年
度
交
換
さ
れ
た
も
の

○
イ
ン
コ
十
数
羽
　
○
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
一
　
〇
か
か
み
（
大
）
一
枚
○
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
一
　
〇
台
バ
カ
リ
↓
台

○
犬
一
匹
　
○
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
一

台
　
○
暖
房
器
一
　
〇
乾
燥
器
一
台

○
バ
イ
ク
ニ
台
　
○
食
堂
用
イ
ス
］

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ナ
グ
リ
ル

一
年
使
用

一
万
円

ミ
シ
ン
（
鵯
蕃
旭

中
　
古

一
万
円
位

ミ
シ
ン
足
ふ
み
式

中
　
　
古

話
し
合
い
で

婦
人
車
か
ミ
ニ
サ
イ
ク
ル

〃

五
千
円
位

オ
ガ
サ
カ
ス
キ
ー
（
U
s
）

中
古
鵬
㎝

三
万
五
千
円

ベ
ッ
ド
（
二
段
）

〃

不
　
明

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
　
古

三
万
円

バ
イ
ク
5
0
㏄

〃

泥
千
円

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

二
万
円

仏
壇
（
需
纈
行
）

〃

卜
万
円
位

ス
　
テ
　
レ
　
オ

〃

不
　
明

扇
　
　
風
　
　
機

〃

二
千
円

バ
ィ
ク
50
㏄

〃

、
万
円

ミ
ニ
サ
イ
ク
ル

〃

互
千
円

三
　
　
輪
　
　
車

〃

．
．
で
円

脚
　
○
自
転
車
一
台
　
○
編
機
一
台

○
ミ
シ
ン
ニ
台
　
○
う
ば
車
一
　
〇

オ
ル
ガ
ン
一
　
〇
ナ
ベ
一
　
〇
す
べ

り
台
一
　
〇
卓
球
台
一

防
火
管
理
者
講
習
会
を
開
催

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
次

の
日
程
で
防
火
管
理
者
講
習
会
を
開

き
ま
す
。

　
6
申
し
込
み
期
間
　
受
講
希
望
者

は
、
五
月
十
目
～
五
月
三
十
一
目
ま

で
の
期
間
に
、
十
目
町
地
域
消
防
本

部
予
防
課
あ
て
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
．
そ
の
時
に
、
写
真
（
上
半
身

横
三
穂
ン
×
縦
五
種
ン
）
一
枚
と
、
講
習

テ
キ
ス
ト
代
二
千
三
百
円
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

　
■
講
習
目
時
　
六
月
二
十
二
目
困

九
時
～
十
六
時
一
』
十
分
、
六
月
二
十

三
日
囲
　
九
時
～
十
六
時
四
十
分
ま

で
の
二
目
間

　
o
講
習
会
場
　
十
目
町
地
域
消
防

本
部
三
階
講
堂

　
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
に
は
、

二
日
間
の
講
習
を
受
講
し
な
い
と
、

資
格
を
付
与
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
く
わ
し

く
は
、
市
内
川
治
内
後
・
十
日
町
地

域
消
防
本
部
（
奮
七
－
一
五
丘
五
）

に
お
た
ず
ね
合
せ
を
。

一一出かせぎ者健康診断を実施
　十日町公共職業安定所では、つぎのとおり出かせぎ者「無

料健康診断」を実施します。

　これから迎える農繁期や夏場の就労に備えるためにも、ぜ

ひご利用ください。

　日時と会場　5月19日（金）、5月22日（月〉、6月2日（金）

勤労青少年ホーム（学校町）受付時問は、いづれも午前9時

30分から11時、午後1時かド）2時30分。

　検診内容　問診、検尿、血圧測定、聴診、血液検査、検便、

指導など。第2次検診該当者は、このほか心電図検査、眼底

検査をおこないます。

　検査実施機関　十日町保健所

　当日持参するもの　出かせぎ労働者手緩・検便用の便（親

指の頭くジ）いをビニール袋に包みマッチ箱に）

　その他眼底検査を実施する場合もありますので、車等の運

転はご遠慮ください。検査当日、必要な方に職業相談をおこ

ないます。

市
役
所
関
係
人
事
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
（
追
　
加
）

　
課
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

　
消
防
長
兼
消
防
署
長
（
消
防
本
部

次
長
）
上
村
安
輝

　
警
防
課
長
兼
本
署
次
席
（
警
防
課

長
補
佐
兼
本
署
小
隊
長
）
小
川
徳
し

　
　
　
　
　
　
（
四
月
一
目
付
）

辮
㎜
灘
騨
麟
繍
．
鐵
講
繍
覇
蕪
灘
鞭
覇
雛
灘
難
難
、
欝

毒嚢1
韓講

灘

　
　
　
　
退
　
職

　
　
○
中
町
由
雄
（
会
計
課
長
）
○
野

　
上
忠
吉
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
○

　
小
岸
清
（
消
防
署
長
兼
警
防
課
長
）

　
○
鈴
木
シ
ン
（
市
民
課
）
○
村
山
エ

　
イ
（
馬
場
小
珠
田
分
校
）
○
山
田
ワ

　
カ
（
ド
条
中
学
校
）
○
斉
木
富
治
（
高

　
山
保
育
所
）
○
村
山
兼
吉
（
下
条
出

　
張
所
）
　
　
　
（
三
月
三
十
一
日
付
）

鞭
、
，
郷
．
犠
繍
，
翻
岬
鐵
難
，
：
脚
鵡
灘
。
、
劇
，

・
憂
蘇
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重
度
身
障
者
の
皆
さ
ん
に

　
　
　
郵
便
は
が
き
を
進
呈

　
身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に
ち

な
み
、
郵
政
省
で
は
重
度
の
身
体
障

害
者
（
一
・
二
級
）
で
、
同
手
帳
を

お
持
ち
め
満
六
歳
（
四
月
一
目
現
在
）

以
上
の
方
に
、
お
一
人
に
つ
き
二
十

枚
郵
便
は
が
き
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
同
手
帳
を
持
参

の
上
、
郵
便
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
．
な
お
、
代
理
の
方
で
も
、
郵
便

に
よ
る
お
申
出
で
も
結
構
で
す
。
（
郵

便
に
よ
る
場
合
は
、
ご
本
人
の
手
帳

藍、　　　　　春の交通安全運動
F　l

ii轟馨鎌饗慕熱
1！　　　　　　　ました・
　きl　i　その結果、事故発生件数は2件と、昨年の5件を大き
　iくドまわりました。
　ミ
　1　1月から3月までの事故発生件数が、昨年び）3割増で
の　　き

　1ですから、運動の成果といえるでしょう。
ロ　　し

　i　しかし、運動期間外の2日には、北原地内で、小学生
番iのいたましい死亡事故が発生しています・

号1　4月の後半から5月の前半にかけては、連休等で交通
・i

　lが混雑し、死亡等重大事故の発生のおそれがあります。
級1　　一　　　一　、
別1お互いに「被害者になりない…加害者にならない」こと
’iを心がけたいものです。

年度 件　数 事　　故　　状　　況

52 5件（3人〉
バイク追突　2件　　　2人重傷
歩行者と車　　3‘牛　　　　　3人軽f箋

53 2件（2人）
中学生の自転車と四輪　　重傷（骨折〉

商絞生の無免許バイクと四　　重傷（骨折）

番
号
、
　
　
　
住
所
又
は
居
所
、
氏

名
及
び
生
年
月
日
を
ご
記
入
の
上
、

押
印
し
て
お
申
出
く
だ
さ
い
）

　
受
付
期
間
は
、
昭
和
五
十
三
年
五

月
三
十
一
目
ま
で
で
す
。

　
申
込
用
紙
は
、
郵
便
局
、
市
社
会

福
祉
事
務
所
等
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
も
よ
り
の
郵
便
局

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
料
の
申
告
を
早
め
に

　
　
　
　
　
1
労
働
基
準
監
督
署
1
、

　
労
働
保
険
の
概
算
・
確
定
保
険
料

の
申
告
と
納
付
を
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
よ
，
つ
。

申
告
．
納
付
期
限
音
吉
日
蹴

労
讐
雛
類
騨
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

代
理
店
、
歳
入
代
理
店
（
各
銀
行
）
、
凝
年
金
福
祉
事
業
団
で
は
、
昭
和
五

郵
便
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）
＋
』
一
年
度
の
年
金
受
給
権
を
担
保
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
申
告
、
納
付
上
の
注
意
　
　
　
　
、
）
す
る
小
口
資
金
の
貸
付
け
申
込
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
じ

○
申
告
書
と
納
付
書
を
切
り
は
な
さ
琴
付
け
享
．

ず
藻
険
料
を
添
え
て
・
納
付
し
て
…
…
・
こ
れ
は
、
国
民
年
金
（
福
祉
年
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
）
を
除
く
）
、
厚
生
年
金
及
び
船
員
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

○
保
険
料
を
五
月
十
五
日
ま
で
に
納
↑
、
険
の
年
金
受
給
者
を
対
象
に
小
口
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

付
で
き
な
い
場
合
は
、
申
告
書
の
み
．
v
金
の
貸
付
け
を
行
う
も
の
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

を
労
働
基
準
局
、
ま
た
は
監
督
署
に
　
）
　
借
受
希
望
者
は
、
つ
ぎ
の
要
項
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　
㎜
ご
覧
の
－
え
草
め
に
申
込
ん
で
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
）
だ
さ
い
．

市
税
の
納
付
は
。
座
振
替
で
響
付
金
の
限
度
額
年
金
支
払
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

　
市
税
の
納
付
は
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
？
）
一
．
五
倍
相
当
額
で
十
万
円
以
上
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

機
関
や
市
役
所
に
出
向
か
な
く
て
も
↑
）
万
円
以
内
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

納
税
者
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
？
、
利
率
　
年
六
．
五
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〉

振
替
納
入
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
　
）
申
込
み
受
付
期
間
及
び
貸
付
実
行
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

利
用
さ
れ
る
と
、
納
期
の
つ
ど
現
金
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ロ

を
用
意
し
な
く
て
も
よ
い
、
同
一
人
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
預
金
口
座
か
ら
家
族
の
分
も
支
払
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

う
こ
と
が
で
き
る
等
、
た
い
へ
ん
便
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

利
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

◎
申
込
み
方
法
は
　
　
　
　
　
　
　
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
預
金
し
て
あ
る
金
融
機
関
（
銀
行
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

農
協
等
）
の
窓
ロ
ヘ
預
金
の
出
し
入
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

れ
に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
を
持
参
の
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

う
え
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
市
役
所
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

税
務
課
で
も
受
付
け
ま
す
）
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
．
！

小
ロ
資
金
貸
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

償
還
方
法
　
担
保
に
供
さ
れ
た
年
金

の
支
払
金
を
も
っ
て
弁
済
す
る
。

保
証
人
　
連
帯
保
証
人
一
名

繰
上
げ
償
還
　
当
該
年
金
の
受
給
権

を
失
っ
た
と
き
、
ま
た
は
当
該
年
金

の
金
額
に
つ
い
て
支
給
停
止
を
受
け

た
と
き
等
。

申
込
み
方
法
　
年
金
福
祉
事
業
団
か

ら
年
金
担
保
貸
付
業
務
の
委
託
を
受

け
た
金
融
機
関
に
所
定
の
書
類
を
提

出
す
る
．
（
書
類
は
金
融
機
関
に
あ

り
ま
す
）

受
託
金
融
機
関
　
市
中
金
融
機
関

（
銀
行
・
相
互
銀
行
・
信
用
金
庫
）

区
　
　
　
　
　
　
分

申
込
受
付
期
間

貸
付
実
行
日

厚
生
年
金
保
険

　
　
及
　
　
　
び

船
　
　
員
　
　
保
　
　
険

53
・
7
・
－
～
5
3
・
7
・
1
5

53
・
8
・
2
6

53
・
1
0
・
2
～
5
3
・
1
0
・
1
6

53
・
n
・
2
9

54

i
・
4
～
5
4
・
1
・
1
6

54
・
2
・
2
8

国
民
年
金

　
老
齢
年
金
及
び

　
通
算
老
齢
年
金

53
・
5
・
1
～
5
3
・
5
・
1
6

53
・
6
・
2
8

詔
・
8
・
－
～
留
・
8
・
蔦

53
・
9
・
2
7

瀦
・
m
・
2
～
脇
・
m
鉛

3
　
　
1
　
　
Q
」

●
　
　
　
　
　
●

5
　
　
1
　
　
9
一

留
・
2
・
－
～
留
・
2
古

54
・
3
・
2
8

国
民
年
金

　
障
害
年
金
、
母
子
・

　
準
母
子
年
金
、
遺
児

　
年
金
及
び
寡
婦
年
金

53
・
5
・
－
～
5
3
・
5
・
1
5

53
・
6
・
2
8

お
・
8
・
－
～
詔
・
8
古

53
・
9
・
2
7

53
・
H
・
－
～
5
3
・
n
・
1
5

53
・
1
2
・
2
5

54

・
2
・
－
～
54
・
2
・
1
5

54
・
3
・
蜴
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ゆ
ず
り
ま
す
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
三
年
度
受
付
中

　
発
足
三
年
目
を
迎
え
た
こ
の
不
用

品
交
換
登
録
制
度
は
、
大
変
好
評
で

昨
年
度
中
に
二
十
件
以
上
の
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
．
引
き
続
き
五
十
三

年
度
分
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

不
用
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
登
録

し
て
く
だ
さ
い
．
新
品
、
中
古
ど
ち

ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
方
は
い

ま
せ
ん
か
。
子
供
用
品
、
電
気
製
品
、

家
具
、
庭
木
等
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

◆
4
月
1
0
日
ま
で
の
受
付
分

　
交
換
希
望
の
品
物
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．
（
盈
七

－
三
工
一
番
内
線
二
四
三
）

昨
年
度
交
換
さ
れ
た
も
の

○
イ
ン
コ
十
数
羽
　
○
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
一
　
〇
か
か
み
（
大
）
一
枚
○
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
一
　
〇
台
バ
カ
リ
↓
台

○
犬
一
匹
　
○
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
一

台
　
○
暖
房
器
一
　
〇
乾
燥
器
一
台

○
バ
イ
ク
ニ
台
　
○
食
堂
用
イ
ス
］

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ナ
グ
リ
ル

一
年
使
用

一
万
円

ミ
シ
ン
（
鵯
蕃
旭

中
　
古

一
万
円
位

ミ
シ
ン
足
ふ
み
式

中
　
　
古

話
し
合
い
で

婦
人
車
か
ミ
ニ
サ
イ
ク
ル

〃

五
千
円
位

オ
ガ
サ
カ
ス
キ
ー
（
U
s
）

中
古
鵬
㎝

三
万
五
千
円

ベ
ッ
ド
（
二
段
）

〃

不
　
明

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
　
古

三
万
円

バ
イ
ク
5
0
㏄

〃

泥
千
円

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

二
万
円

仏
壇
（
需
纈
行
）

〃

卜
万
円
位

ス
　
テ
　
レ
　
オ

〃

不
　
明

扇
　
　
風
　
　
機

〃

二
千
円

バ
ィ
ク
50
㏄

〃

、
万
円

ミ
ニ
サ
イ
ク
ル

〃

互
千
円

三
　
　
輪
　
　
車

〃

．
．
で
円

脚
　
○
自
転
車
一
台
　
○
編
機
一
台

○
ミ
シ
ン
ニ
台
　
○
う
ば
車
一
　
〇

オ
ル
ガ
ン
一
　
〇
ナ
ベ
一
　
〇
す
べ

り
台
一
　
〇
卓
球
台
一

防
火
管
理
者
講
習
会
を
開
催

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
次

の
日
程
で
防
火
管
理
者
講
習
会
を
開

き
ま
す
。

　
6
申
し
込
み
期
間
　
受
講
希
望
者

は
、
五
月
十
目
～
五
月
三
十
一
目
ま

で
の
期
間
に
、
十
目
町
地
域
消
防
本

部
予
防
課
あ
て
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
．
そ
の
時
に
、
写
真
（
上
半
身

横
三
穂
ン
×
縦
五
種
ン
）
一
枚
と
、
講
習

テ
キ
ス
ト
代
二
千
三
百
円
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

　
■
講
習
目
時
　
六
月
二
十
二
目
困

九
時
～
十
六
時
一
』
十
分
、
六
月
二
十

三
日
囲
　
九
時
～
十
六
時
四
十
分
ま

で
の
二
目
間

　
o
講
習
会
場
　
十
目
町
地
域
消
防

本
部
三
階
講
堂

　
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
に
は
、

二
日
間
の
講
習
を
受
講
し
な
い
と
、

資
格
を
付
与
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
く
わ
し

く
は
、
市
内
川
治
内
後
・
十
日
町
地

域
消
防
本
部
（
奮
七
－
一
五
丘
五
）

に
お
た
ず
ね
合
せ
を
。

一一出かせぎ者健康診断を実施
　十日町公共職業安定所では、つぎのとおり出かせぎ者「無

料健康診断」を実施します。

　これから迎える農繁期や夏場の就労に備えるためにも、ぜ

ひご利用ください。

　日時と会場　5月19日（金）、5月22日（月〉、6月2日（金）

勤労青少年ホーム（学校町）受付時問は、いづれも午前9時

30分から11時、午後1時かド）2時30分。

　検診内容　問診、検尿、血圧測定、聴診、血液検査、検便、

指導など。第2次検診該当者は、このほか心電図検査、眼底

検査をおこないます。

　検査実施機関　十日町保健所

　当日持参するもの　出かせぎ労働者手緩・検便用の便（親

指の頭くジ）いをビニール袋に包みマッチ箱に）

　その他眼底検査を実施する場合もありますので、車等の運

転はご遠慮ください。検査当日、必要な方に職業相談をおこ

ないます。

市
役
所
関
係
人
事
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
（
追
　
加
）

　
課
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

　
消
防
長
兼
消
防
署
長
（
消
防
本
部

次
長
）
上
村
安
輝

　
警
防
課
長
兼
本
署
次
席
（
警
防
課

長
補
佐
兼
本
署
小
隊
長
）
小
川
徳
し

　
　
　
　
　
　
（
四
月
一
目
付
）

辮
㎜
灘
騨
麟
繍
．
鐵
講
繍
覇
蕪
灘
鞭
覇
雛
灘
難
難
、
欝

毒嚢1
韓講

灘

　
　
　
　
退
　
職

　
　
○
中
町
由
雄
（
会
計
課
長
）
○
野

　
上
忠
吉
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
○

　
小
岸
清
（
消
防
署
長
兼
警
防
課
長
）

　
○
鈴
木
シ
ン
（
市
民
課
）
○
村
山
エ

　
イ
（
馬
場
小
珠
田
分
校
）
○
山
田
ワ

　
カ
（
ド
条
中
学
校
）
○
斉
木
富
治
（
高

　
山
保
育
所
）
○
村
山
兼
吉
（
下
条
出

　
張
所
）
　
　
　
（
三
月
三
十
一
日
付
）

鞭
、
，
郷
．
犠
繍
，
翻
岬
鐵
難
，
：
脚
鵡
灘
。
、
劇
，

・
憂
蘇
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三
種
混
合
予
防
接
種
を
実
施

該
当
者

　
一
期
の
該
当
者
（
昭
和
四
十
九
年

十
月
一
目
～
五
十
年
九
月
三
十
目
ま

イ
、
曳
に
生
ま
れ
た
も
の
）
で
、
今
ま
で

に
］
回
な
い
し
二
回
接
種
を
終
っ
た

も
の
．
前
二
回
の
接
種
時
に
一
度
も

受
け
て
い
な
い
者
は
、
来
年
度
一
期

と
し
て
三
回
接
種
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
前
の
注
意
　
■
前
目
入
浴
を
さ

せ
清
潔
な
肌
着
を
着
せ
ま
し
ょ
う
．

■
接
種
日
は
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
、

混
雑
し
た
会
場
で
あ
わ
て
て
計
る
事

は
や
め
ま
し
ょ
う
．
■
問
診
票
は
責

任
を
も
っ
て
正
確
に
記
入
し
て
く
た

さ
い
。
■
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著

し
い
者
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認

め
た
者
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

地
　
　
区
　
名

月
　
　
　
日

受
　
付
　
時
　
　
間

実
　
施
　
会
　
場

新
座
・
大
井
田

　
　
）

5
月
8
日
帽

午
後
1
時
半
～
2
時
2
0
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

高
田
町
四
・
五
丁
目

下
条
全
区

5
月
9
日
㈹

午
後
－
時
半
～
2
時

下
条
公
民
館

川
治
（
高
田
町
四
・

五
除
く
）
六
箇
全
区

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
半

川
治
公
民
館

吉
　
田
全
区

5
月
1
0
日
困

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
半

吉
田
出
張
所

中
条
全
区

午
後
－
時
半
～
2
時

中
条
公
民
館

十
目
町
全
区

5
月
H
日
困

午
後
－
時
半
㌧
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

水
沢
全
区

5
月
12
日
囲

午
後
－
時
半
～
2
時
1
0
分

水
沢
出
張
所

地
　
区
　
名

月
　
　
　
　
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

中
条
小
学
校
区

5
月
1
7
日
困

5
月
2
4
日
困

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

面
目
中
条
小
学
校

二
回
目
中
条
公
民
館

飛
一
小
学
校
区

5
月
1
8
日
困

5
月
2
6
日
働

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
半
～
2
時
4
0
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

枯
木
又
分
校

水
沢
小
学
校
区

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時

水
沢
小
学
校

馬
場
小
学
校
区

午
後
2
時
半
～
2
時
4
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

珠
田
分
校

吉
田
小
学
校
区

5
月
1
9
日
囲

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ヶ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

名
ケ
山
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

真
田
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

午
後
3
時
2
5
分
～
3
時
4
0
分

鐙
島
小
学
校

日本脳炎予防接種日程

該当者　一般では満3歳かド）学齢までの者。

　初回（2回接種）　満3歳に達した者、及び3歳以上

で前年受けなかった者。

　追加　前年初回を完了した者

料金　1回330円

接種前後の注意　■体温測定を忘れずに。混雑した会

場であわてて計る事はやめましょう　■母子手帳、印

かんを忘れずに。問診票は責任をもって確実に記入し

ましょう　■接種当目はもちろん、場合によっては翌日

も入浴をひかえ、昼寝をさせてください。

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
五
月
四
日
因
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
　
小
泉
の
一
部
、
樽
沢

▼
五
月
十
一
目
困
　
午
前
八
時
～
正

午
ま
で
　
池
谷
、
入
山
　
▼
五
月
二

十
一
一
日
㈲
　
午
前
八
時
半
～
午
後
一

時
ま
で
　
船
坂
、
池
沢
、
源
田
、
水

沢
野
中
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、
塩
之
又

辰
ケ
平
▼
五
月
二
十
九
日
㈲
午

前
九
時
～
正
午
ま
で
　
美
雪
町
三
丁

目
の
一
部
、
妻
有
町
東
・
西
一
・
二

三
丁
目
、
内
後
の
一
部
、
河
内
町
の

一
部
、
寿
町
一
・
二
・
三
丁
目
の
各

一
部

｝
5
月
の
休
日
救
急
医
　
…

…
3
日
出
口
医
院
嚢
窮
中
）
…

…
（
奮
記
奮
）
8
2
の
2
玉
7
4
番
…

｝
5
田
　
　
大
痴
～
選
院
（
綴
原
町
）
　
…

芸
子
供
の
β
）
　
懸
2
の
2
2
5
7
番
…

皿
7
臼
幽
ロ
医
院
塗
条
中
央
導
…

…
　
　
　
　
　
霧
5
の
2
0
0
3
番
…

｝
繕
”
円
圃
　
十
臼
町
病
院
（
高
函
町
三
潮
）
　
…

…
　
　
　
　
8
7
の
5
5
6
6
番
…

…
21
臼
　
至
麓
堂
陪
院
（
薦
溝
東
）
　
…

一
　
　
　
　
総
2
の
3
2
7
6
番
…

…
2
8
田
池
露
医
続
（
本
灯
西
ご
．
…

｝
　
　
　
纏
2
の
2
昏
怨
－
　
…

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
考

育
児
相
談

5
月
n
日
困

午
前
9
時
半

～
n
時

水
沢
出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

者

水
沢
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て
の

相
談

5
月
H
日
困

午
後
1
時
半

　
～

午
後
4
時

中
条
公
民
館

中
条
地
区

5
月

18
日
困

下
条
公
民
館

下
条
地
区

5
月
18
日
㈱

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

5
月

16
日
㈹

十
日
町
公
民
館

52

年
5
月

～
7
月
生

れ
の
者

十
日
町
・
川

治
・
六
箇
・

大
井
田
・
新

座
地
区

育
児
学
級

並
び
に

4
ヵ
月
児

　
　
　
診

5
月

10
日
困

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

53
年
1
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

1
才
6
カ

月
児
検
診

5
月

12
日
働

午
後
1
時

　
　
～

　
　
2
時
半

十
日
町
公
民
館

51

年
n
月

生
れ
の
者

身
体
測
定

歯
科
検
診

内
科
検
診

個
人
通
知
が
な
く
て

も
該
当
月
の
方
は
お

い
で
く
だ
さ
い
。

3
才
児

検
　
　
診

5
月

17
日
困

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

49

年
n
月

生
れ
の
者

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
融醐

　
　
蛎

5壱5
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．
ρ
雪

14．7％

（2．4本）

6歳児（小1）3歳児1．5歳児

　
六
月
四
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー
で
す
。
こ
の
日
が
決

め
ら
れ
て
か
ら
五
十
年
に
な
り
ま
す
が
運
動
の
成
果

は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
市
の
統
計
で
は
、
一
歳
半
で
十
五
習
、
三
歳
で
九

十
欝
、
小
学
校
一
年
生
で
は
九
十
九
暫
も
虫
歯
に
な

っ
て
い
ま
す
。
乳
歯
の
生
え
終
る
三
歳
位
ま
で
が
要

注
意
の
時
期
で
す
。

　
市
で
は
今
年
か
ら
、
一
歳
半
か
ら
歯
科
検
診
を
行

い
、
虫
歯
の
な
い
三
歳
児
に
記
念
品
を
贈
り
、
効
果

の
み
ら
れ
た
フ
ッ
素
洗
口
を
徹
底
す
る
た
め
に
指
導

者
講
習
会
を
開
き
ま
す
．

　
予
防
デ
ー
に
ち
な
み
歯
の
健
康
を
考
え
て
み
ま
し

よ
い
つ
o

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
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）
）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

1歳半から歯科検診
　　　　すでに15％は虫歯

　今年から、1歳6ヵ月児検診のときに歯科検

診をあわせて行います。

　4・5月の検診結果では、もうすでに95人中

14人が虫歯にな一・ていました。1人2．4本もあ

ります。

　早期発見、早期治療に心がけましょう。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
分

　
　
　
　
硝

　
　
て
牛

本
つ
叙

6
ら
た

ー
な
序

様
み
凝

王
ち
た
難シ　
品

　
　
　
念

ム
　
記

虫
歯
の
な
い
子
に
記
念
晶

　
市
で
は
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会

の
協
力
を
得
て
保
健
衛
生
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
虫
歯
予
防
事
業
の

｝
環
と
し
イ
＼
毎
月
実
施
し
て
い
る

三
歳
児
検
診
の
と
き
に
、
虫
歯
の
全

く
な
い
子
供
さ
ん
に
記
念
品
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

　
四
月
は
、
受
検
者
五
十
九
人
中
七

人
、
五
月
は
、
五
十
三
人
中
七
人
の

子
供
さ
ん
に
虫
歯
が
み
ら
れ
ず
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．

　
虫
歯
の
王
様
は
な
ん
と
十
六
本
も

あ
っ
た
A
君
で
し
た
。
十
本
以
上
も

虫
歯
に
な
っ
て
い
る
子
が
、
す
で
に

二
割
以
上
も
い
ま
す
．

　
「
虫
歯
一
本
で
体
重
が
〇
二
習
減

る
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
供

の
虫
歯
は
親
の
責
任
で
す
。
子
供
さ

虫歯のない子 保護者 住　　　所、

高橋　茂樹 幹夫 南新田

大島かおり 栄吉 太子堂

近藤　　隆 紀夫 下条中央通

上村奈緒美 利行 伊　達

藤木　祐子 喜吉 中条上町

関口　　豊 鉄夫 千代田町

中島　千乃 明 四日町新田

阿部美奈子 和吉 城之古

丸山　啓一 春夫 稲　葉

古川　有子 宏 〃

阿部輝英 恵亘 東枯木又

小川　暁良 文雄 尾　崎

玉村幸一郎 三郎 妻有町西

酒井　祐介 三生 城之古

ん
の
発
育
や
成
長
の
た
め
に
家
族
ぐ

る
み
で
虫
歯
退
治
に
の
り
出
し
た
い

も
の
で
す
。

フ
ッ
素
洗
ロ
指
導
者
講
習
会

　
市
で
は
、
虫
歯
予
防
の
た
め
に
、

昭
和
五
十
年
か
ら
、
小
学
校
、
保
育

所
な
ど
で
フ
ッ
素
洗
口
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
罹
患
率
は

変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
人
あ

た
り
の
虫
歯
本
数
は
、
九
・
二
本
、

八
．
三
本
、
七
・
六
本
、
と
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
フ
ッ
素
洗
口

の
成
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し

「
安
全
性
は
？
副
作
用
は
？
」
と
の

声
も
あ
り
ま
す
の
で
、
六
月
二
日
、

新
大
歯
学
部
・
境
助
教
授
を
講
師
に

「
フ
ッ
素
洗
口
指
導
者
講
習
会
」
を

開
き
ま
す
。

■6月11日（日〉午前8時より…春季消防演習（於十日町高校グラウンド）


